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バドミントンラケットの認定基準及び基準確認方法(公開用) 
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バドミントンラケットの認定基準及び基準確認方法 

 

1． 基準の目的 

この基準は、バドミントンラケットの安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項を

定め、一般消費者の身体に対する危害防止及び生命の安全を図ることを目的とする。 

 

2． 適用範囲 

この基準は、一般に使用される全長が〇cm 以上のバドミントンラケット（以下、「ラケット」と

いう。）について適用する。ただし、フレームとストリングとが一体成形されたものは除く。 

備考：この基準の中で｛ ｝を付けて示してある単位及び数値は、従来単位によるものであって規

格値である。 

 

3． 安全性品質 

ラケットの安全性品質は、次のとおりとする。 

項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

1. 外観及び構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ラケットの外観及び構造は、次のとお

りとする。 

(1) 各部には、手、指などを傷つけるお

それがあるばり、まくれ、ささくれ

などがないこと。 

(2) 素地が木、又は竹製については、塗

膜のうえから見られる素地に虫穴、

節、割れ、まくれ及びささくれがな

いこと。 

 また、金属製については、表面に

傷がないこと。 

(3) 各部には、きれつ、破損、曲がり、

緩みなどの異状がないこと。 

(4) ストリングを張ったものにあって

は、ストリングの張り糸の両端が、

確実に止めてあってストリングを

強く押したとき、ストリングの張り

糸の端が緩んだり、解けたり、その

他の異状がないこと。 
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項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

2. 強度 2. グリップとフレームに〇のトルクで

ねじりを加えたとき、破損、回り、抜

けなど各部に破壊が生じないこと。 
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4. 表示及び取扱説明書 

バドミントンラケットの表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項 目 認 定 基 準 基 準 確 認 方 法 

1． 表示 

 

 

 

 

 

 

 

2． 取扱説明書 

 

 

 

1. ラケットには、見やすい箇所に容易に

消えない方法で、次の事項を表示する

こと。 

(1) 申請者（製造業者、輸入業者等）

の名称又はその略号。 

(2) 製造年月（又はその略号）又は輸

入年月（又はその略号）。 

 

2. 製品には次に示す趣旨の取扱上の注意

事項を明示した取扱説明書を添付する

こと。 

 ただし、その製品に該当しない注意

事項については、明示しなくてもよい。 

 なお、一般消費者が容易に理解でき

るよう図で明示するのが望ましい。 

(1) 取扱説明書を必ず、読み、読んだ

あと保管すること。 

 ただし、以下の各項目が、製品

に容易に消えない方法によって表

示してあるものは、本項を省略し

てもよい。 

(2) 使用上の注意事項 

a. 破損、変形（曲がりなど）、きず、

ゆるみが生じたものは使用しな

いこと。 

b. シャトルコック以外のものは、

打たないこと。 

c. 直射日光の当たる場所に放置し

たり雨ざらしにさせないこと。 

d. 必要な保管方法 

e. 製造業者、輸入業者又は販売業

者の名称、住所及び電話番号。 
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参考付図 バドミントンラケットの各部名称 

 

 

 


